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検
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ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
思
想
を
中
心
と
し
て

─

渡

　
　邉

　
　容
一
郎

一
、
は
じ
め
に

二
、
一
九
二
二
年
政
変
を
め
ぐ
る
諸
問
題

三
、
政
治
思
想
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変

四
、
お
わ
り
に

論
　
説

（
四
一
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
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四

一
、
は
じ
め
に

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
に
お
い
て
、
一
九
二
二
年
（
１
）

と
い
う
年
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

こ
の
年
の
一
〇
月
一
九
日
、
カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
（
２
）

で
開
催
さ
れ
た
保
守
党
議
員
総
会
（
以
下 

保
守
党
議
員
総
会
）
な
ら
び
に
議
員
投

票
の
結
果
、
自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd G

eorge

）
連
立
内
閣
（
一
九
一
六
〜
一
九
二
二
年
）
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
当
時
の
保
守
党
下
院
指
導
者
で
事
実
上
の
党
首
で
も
あ
る
連
立
維
持
派
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
（A

usten C
ham

berlain
）
た
ち
党
幹
部
の
方
針
に
逆
ら
う
決
定
で
も
あ
っ
た
。

下
院
の
多
数
議
席
を
占
め
る
保
守
党
（
３
）

に
支
え
ら
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
四
年
ほ
ど
続
い
た
「
自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
と
保
守

党
多
数
派
を
軸
と
す
る
〝
平
時
〟
連
立
政
権
」
は
、
こ
の
保
守
党
議
員
総
会
で
の
投
票
を
通
じ
て
あ
っ
け
な
く
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
そ
の

結
果
、
保
守
党
議
員
総
会
の
当
日
よ
う
や
く
連
立
離
脱
支
持
を
明
ら
か
に
し
た
前
下
院
指
導
者
（
在
任 

一
九
一
一
〜
一
九
二
一
年
）
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ボ
ナ
＝
ロ
ー
（A

ndrew
 B

onar L
aw

）
が
、
一
〇
月
二
三
日
の
保
守
党
議
員
総
会
で
党
史
上
初
の

─
形
式
的
で
は
あ
る
も
の

の

─
党
内
民
主
主
義
的
手
続
き
を
経
た
「
党
首
（
４
）

」
に
推
挙
さ
れ
、
後
継
の
保
守
党
単
独
内
閣
首
班
に
就
任
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。そ

れ
ゆ
え
、
一
九
二
二
年
の
政
治
史
的
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。
か
か
る
党
内
造
反
に
伴
う
政
権
交
代
、
即
ち
政
変
を

─
イ
ギ
リ
ス

政
治
史
用
語
と
し
て
は
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

─
本
稿
で
は
「
一
九
二
二
年
政
変
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
の
目
的
は
、
病
気
の
た
め
就
任
か
ら
お
よ
そ
半
年
で
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
後
継
者
と
し
て
以
後
一
四
年
間
保

守
党
党
首
を
務
め
（
在
任 

一
九
二
三
〜
一
九
三
七
年
）、
こ
の
政
変
最
大
の
功
労
者
で
も
あ
る
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（S

tanley 

（
四
一
六
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
七
五

B
aldw

in

）
の
保
守
主
義
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
政
変
を
再
検
討
し
、
新
た
な
解
釈
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

連
立
内
閣
の
閣
僚
（
商
務
相
）
で
あ
り
な
が
ら
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
を
批
判
し
て
連
立
離
脱
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の

立
場
か
ら
こ
の
政
変
を
見
た
場
合
、
通
説
で
は
、
彼
自
身
の
道
徳
観
や
政
党
観
、
あ
る
い
は
保
守
党
に
よ
る
選
挙
上
の
打
算
と
い
っ
た
側

面
が
そ
の
動
機
と
し
て
強
調
さ
れ
や
す
い
（
５
）

。

し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
は
、
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
〇
年
代
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
に
象
徴
さ
れ
る
新
自
由
主
義
（N

ew
 L

iberalism

）
へ

の
反
発
、
そ
し
て
そ
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
の
必
要
性
も
、
一
九
二
二
年
政
変
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
得
た
要

因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

で
は
、
自
由
党
と
の
連
立
解
消
、
即
ち
保
守
党
独
自
路
線
の
追
求
を
目
指
し
た
彼
の
保
守
主
義
思
想
の
「
核
」
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
そ
の
後
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
党
首
・
首
相
を
通
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
萌
芽
期
の

「
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
触
れ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
一
九
二
二
年
政
変
を
め
ぐ
る
諸
問
題

本
章
で
は
先
ず
、
一
九
二
二
年
政
変
の
流
れ
を
大
ま
か
に
振
り
返
り
、
政
変
に
至
っ
た
経
緯
を
は
じ
め
、
政
変
の
基
本
的
性
格
や
本
質

を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
二
年
政
変
に
関
す
る
先
行
研
究
や
従
来
的
解
釈
の
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
疑
問
点
も
指
摘
し

て
い
く
。

（
四
一
七
）
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二
七
六

⑴
　
一
九
二
二
年
政
変
に
至
る
経
緯

一
九
二
二
年
政
変
に
至
っ
た
経
緯
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
保
守
党
が
前
述
の
保
守
党
議
員
総
会
を
開
催
し
た
背
景
か
ら
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
は
そ
の
前
に
検
討
を
要
す
る
問
題
も
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
四
年
間
（
一
九
一
八
〜
一
九
二
二
年
）、

〝
平
時
〟
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
下
で
連
立
政
権
が
続
い
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
研
究
の
泰
斗
ブ
レ
ー
ク
（R

obert B
lake

）
は
「
連
立
を
持
続
さ
せ
た
動
機
は
、
党
利
に
基
づ

く
打
算
と
い
う
よ
り
は
、
戦
争
直
後
は
国
家
的
団
結
が
望
ま
し
い
と
い
う
願
望
に
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
分
析
し
て
い
る
。「
当
時
は
、
戦

争
を
勝
利
に
導
い
た
者
が
戦
後
の
平
和
も
勝
ち
取
る
べ
し
と
い
う
の
が
一
般
の
期
待
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
当
然
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
文
書
等
を
調
べ
て
み
て
も
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
の
下
に
留
ま
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
、
保
守
党
幹
部
が

長
時
間
議
論
し
た
と
か
、
疑
問
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
無
い
」
と
言
う
。
さ
ら
に
ブ
レ
ー
ク
は
、「
党
と
し
て
の
立
場
か
ら

引
き
続
き
連
立
に
留
ま
る
理
由
が
保
守
党
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
力
で
選
挙
に
勝
つ
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
て

よ
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
６
）

。
そ
う
し
た
捉
え
方
の
背
景
に
は
、
当
時
の
自
由
党
が
「
連
立
派
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
派
」
と

「
反
連
立
派
・
ア
ス
キ
ス
（H

erbert A
squith

）
党
首
派
」
に
激
し
く
分
裂
（
註（
３
）の
一
九
一
八
年
総
選
挙
結
果
を
参
照
）
し
て
お
り
、
結
果

的
に
自
由
党
支
持
層
が
弱
体
化
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
保
守
党
側
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
勝
利
を
も
た
ら
し

た
首
相
の
下
に
団
結
さ
え
し
て
い
れ
ば
選
挙
戦
で
は
〝
鬼
に
金
棒
〟、
と
考
え
た
と
し
て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
終
戦
か
ら
四
年
経
っ
て
も
保
守
党
が
連
立
を
解
消
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
戦
後
の
再
建
に
向
け
た
国
民
的
団
結
の
必
要

性
と
い
う
「
大
義
名
分
」（
タ
テ
マ
エ
）
と
、
次
期
総
選
挙
勝
利
・
政
権
維
持
の
た
め
の
打
算
的
な
「
党
利
党
略
」（
ホ
ン
ネ
）
が
混
ざ
り

合
っ
た
結
果
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

（
四
一
八
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
七
七

で
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
党
が
最
終
的
に
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
を
見
捨
て
て
、
連
立
解
消
に
踏
み
切
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ

ろ
う
か
。

前
述
し
た
ブ
レ
ー
ク
の
分
析
を
踏
ま
え
れ
ば
、
戦
後
の
国
家
的
団
結
が
軌
道
に
乗
っ
た
可
能
性
と
、
保
守
党
側
か
ら
見
て
ロ
イ
ド
＝

ジ
ョ
ー
ジ
が
最
早
選
挙
対
策
上
役
に
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
り
わ
け
後
者
は
保
守
党
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
大
戦
後
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
の
言
動
や
振
る
舞
い
を
め
ぐ
り
、
連
立
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の

保
守
党
か
ら
生
じ
た
不
満
な
い
し
批
判
と
し
て
、
通
例
、
以
下
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
議
会
や
閣
議
を
軽
ん
じ
た

そ
の
大
統
領
的
振
る
舞
い
、
売
勲
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
個
人
的
私
生
活
の
乱
れ
、
カ
ン
ヌ
や
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
開
か
れ
た
国
際
会
議
の
不
成
功
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
（Irish F

ree S
tate

）
成
立
を
認
め
た
こ
と
（
こ
れ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
等
の
分
離
・
独
立
は
認
め
な
い
と
す
る
ユ
ニ
オ
ニ

ズ
ム
を
一
九
世
紀
後
半
以
来
党
是
と
し
て
き
た
統
一
党
、
即
ち
保
守
党
と
し
て
は
容
認
し
難
い
出
来
事
で
あ
っ
た
）、
一
九
二
一
年
九
月
に
起
き
た

チ
ャ
ナ
ク
危
機
（C

hanak C
risis （

７
））、

そ
し
て
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
本
人
を
軸
に
「
反
・
労
働
党
、
反
・
社
会
主
義
」
勢
力
の
結
集
を
目
的

と
し
た
、
党
派
横
断
的
な
「
中
央
党
（the C

entre party

）」
結
成
構
想
（
８
）

が
そ
れ
で
あ
る
。

「
保
守
党
議
員
総
会
実
施⇒

連
立
解
消
」
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
背
景
と
し
て
就
中
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
央
党
結
成
構
想
を
め
ぐ
る
問

題
で
あ
ろ
う
。
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
主
導
に
よ
る
中
央
党
結
成
構
想
と
、
そ
の
新
た
な
「
連
立
」
を
ベ
ー
ス
に
次
期
（
一
九
二
二
年
）
総

選
挙
を
断
行
し
た
い
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
思
惑
に
対
し
、
保
守
党
の
上
層
部
以
外
か
ら
異
論
が
噴
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、

保
守
党
選
挙
対
策
の
責
任
者
ヤ
ン
ガ
ー
（G

eorge Y
ounger

）
が
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
総
選
挙
に
突
入
し
た
ら
、
保
守
党
が
完
全
に
分

裂
す
る
だ
け
で
な
く
、
連
立
与
党
全
体
で
一
〇
〇
議
席
以
上
失
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
連

立
維
持
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
支
持
派
」
の
保
守
党
下
院
指
導
者
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
党
組
織
会
長
ヤ
ン
ガ
ー
の
公
然
た

（
四
一
九
）
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二
七
八

る
意
見
の
不
一
致
は
、
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
９
）

。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
大
戦
後
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
人
気
の
陰
り
や
保
守
党
幹
部
の
党
内
求
心
力
低
下
、
あ
る
い
は
連
立
シ
ニ

ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
首
相
が
出
て
い
な
い
こ
と
に
伴
う
弊
害
だ
け
で
な
く
、
単
独
政
権
獲
得
・
維
持
を
当
然
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
的
政
党

政
治
観
な
ど
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
当
時
事
実
上
の
党
首
だ
っ
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、「
連
立
維
持
か
、
そ
れ
と
も
連
立
離
脱

か
」
を
党
内
で
議
論
す
る
た
め
、
前
述
し
た
カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
で
の
保
守
党
議
員
総
会
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
保
守
党
議
員
総
会

─
党
議
員
総
会
と
言
っ
て
も
、
貴
族
・
上
院
議
員
は
採
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
基

本
的
に
は
党
下
院
議
員
の
み
の
投
票
結
果
が
党
の
意
志
と
な
る

─
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
政
治
家
三
人
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
（
連
立
維
持
派
）、
ボ
ナ
＝
ロ
ー
（
中
間
派
、
連
立
維
持
派⇒

連
立
離
脱
派
）、
そ
し
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（
連
立
離
脱
派
）
に
焦
点
を

当
て
な
が
ら
、
最
初
に
前
者
二
人
の
心
情
等
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
二
二
年
政
変
の
本
質
に
迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⑵
　
一
九
二
二
年
政
変
の
基
本
的
性
格
①

─
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
ボ
ナ
＝
ロ
ー
に
見
る
政
変
の
本
質

先
ず
、
保
守
党
の
下
院
指
導
者
で
あ
り
な
が
ら
、「
中
央
党
結
成⇒

解
散
総
選
挙
断
行
・
勝
利⇒

個
人
商
店
的
？
長
期
政
権
の
半
永
続

化
」
と
い
う
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
シ
ナ
リ
オ
に
表
立
っ
て
異
論
を
唱
え
な
か
っ
た
保
守
党
幹
部
の
代
表
者
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
に
着
目
し
て
、
最
近
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
彼
の
『
日
記
・
書
簡
集
』
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
心
情
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
中
央
党
結
成
構
想
に
対
す
る
保
守
党
内
の
反
発
を
予
想
し
て
い
た
と
同
時
に
、

彼
自
身
も
中
央
党
へ
の
参
加
に
さ
ほ
ど
乗
り
気
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
人
に
よ
る
と
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
は
「
ボ
ナ
＝
ロ
ー

の
支
援
を
受
け
て
」（A

C
5/1/63, 2 M

arch 1918, B
arton S

t M
ary, T

o H
ilda

）
中
央
党
を
結
成
し
た
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
な
っ
た

（
四
二
〇
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
七
九

ら
「
ボ
ナ
＝
ロ
ー
は
、
絶
対
彼
（
※
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
）
に
ア
ゴ
で
使
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、
そ
う
な
っ
た
ら
統
一
党
内
で
ボ
ナ
＝

ロ
ー
の
影
響
力
が
相
当
弱
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
彼
に
は
分
か
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
は
、
統
一
党
も
そ
の
新
党
に

吸
収
さ
れ
、
事
実
上
そ
の
新
党
の
主
流
派
的
存
在
に
過
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ボ
ナ
＝
ロ
ー
は
こ
う
し
た
事
態
に
甘
ん
じ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
統
一
党
の
他
の
同
僚
は
満
足
し
な
い
だ
ろ
う
し
、
し
か
も
常
に
船
上
に
居
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
お
や
じ
（
※
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
）
と

い
う
重
荷
を
自
ら
背
負
い
込
む
気
持
ち
も
、
さ
ら
さ
ら
無
い
の
で
は
な
い
か
」（A

C
5/1/66, 20 M

arch 1918, 9 E
gerton P

lace, T
o Ida （

10
））

と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
四
年
経
っ
て
連
立
が
崩
壊
し
、
単
独
与
党
と
な
っ
た
ボ
ナ
＝
ロ
ー
保
守
党
の
下
で
圧
勝
を
収
め
た
一
九
二
二
年
総
選
挙
（
11
）

が
実

施
さ
れ
た
直
後
の
一
一
月
二
一
日
、
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。「
…
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
、
バ
ー
ク
ン
ヘ
ッ
ド
（B

irkenhead

）、

ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
（W

inston

）、
ウ
ォ
ー
シ
ー
（W

orthy

）、
グ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（G

oulding

）、
ブ
ル
（B

ull

）、
マ
ク
ナ
マ
ラ
（M

cN
am

ara

）

ほ
か
複
数
の
客
人
と
協
議
し
た
後
、
私
は
全
員
に
こ
う
言
っ
た
。
…
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
我
々
の
同
盟
に
基
づ
く
総
選
挙
実
施
を
妨
げ

た
の
は
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
ほ
う
で
あ
り
…
、
自
分
と
し
て
は
今
後
と
も
統
一
党
に
留
ま
る
つ
も
り
だ
か
ら
中
央
党
な
る
も
の
に
参
加

す
る
気
は
な
く
…
、
今
度
の
新
政
権
を
攻
撃
し
た
り
批
判
し
た
り
す
る
意
思
も
な
い
こ
と
が
、
彼
（
※
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
）
に
も
分
か
る

に
違
い
な
い
」（A

C
5/1/252, 21 N

ovem
ber 1922, T

w
itt ’s G

hyll, T
o Ida （

12
））。

こ
れ
だ
け
で
即
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
う
し
た
考
え
を
身
内
に
吐
露
し
て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、
一
連
の
ロ
イ
ド
＝

ジ
ョ
ー
ジ
構
想
に
関
し
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
必
ず
し
も
当
初
か
ら
積
極
的
な
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
二
一
年
の
段
階
で
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
異
母
弟
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（N

eville C
ham

berlain

）
が

指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
中
央
党
と
い
う
新
党
構
想
は
当
時
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
「
連
立
内
閣
の
中
か
ら
育
っ
て
き
た
（
13
）

」
も
の
で
あ
る

（
四
二
一
）
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二
八
〇

こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
心
情
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
一
〇
月

一
九
日
の
保
守
党
議
員
総
会
で
行
っ
た
演
説
内
容
を
読
み
解
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
演
説
内
容
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
労
働
党
政
権
を
実
現
さ
せ
な
い
た
め
に
は
連
立
が
必
要
」
と
い
う
主
旨
の
内
容
を
、
異
例
と

も
言
え
る
三
〇
分
も
の
時
間
を
か
け
て
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
点
（
14
）

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
連
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
構
想
に
は
、

本
人
の
〝
個
人
的
影
響
力
永
続
願
望
〟
と
は
別
に
、
と
り
わ
け
一
九
一
八
年
以
降
独
自
の
社
会
主
義
綱
領
を
採
択
し
た
り
支
持
率
や
議
席

を
増
や
し
た
り
し
て
い
た
労
働
党
の
〝
封
じ
込
め
願
望
〟
も
内
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、「
社
会
主
義
の
防
波
堤
」
を
構

築
す
る
た
め
に
も
、
保
守
党
と
自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
な
ど
を
軸
と
し
た
連
立
、
ひ
い
て
は
「
中
央
党
」
と
い
う
中
道
右
派
的
新

党
結
成
が
必
要
不
可
欠
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
と
も
言
え
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
ら
保
守
党
議
員
の
一
部
が
、
消
極

的
な
が
ら
も
連
立
維
持
派
で
あ
り
続
け
た
大
き
な
理
由
は
、「
労
働
党
へ
の
不
信
や
社
会
主
義
へ
の
怖
れ
」
に
、
先
ず
、
求
め
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
一
九
二
二
年
政
変
の
流
れ
・
結
果
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
存
在
と
な
っ
た
前
下
院
指
導
者
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
心
情
に
注
目
し

て
み
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
彼
や
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
懐
刀
的
側
近
で
当
事
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（John C

. C
. 

D
avidson

）
議
員
の
『
回
顧
録
お
よ
び
関
連
文
書
』
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
い
く
。

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
に
比
べ
れ
ば
迫
力
に
は
欠
け
る
も
の
の
、
そ
の
正
直
さ
・
誠
実
さ
で
党
内
の
信
頼
を
集
め
て
き
た
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の

去
就
が
保
守
党
議
員
総
会
の
行
方
を
左
右
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
時
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ボ
ナ
＝
ロ
ー
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

ら
造
反
者
に
内
心
で
は
共
鳴
す
る
一
方
、
党
下
院
指
導
者
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
へ
の
忠
誠
心
や
義
務
感
、
そ
し
て
物
事
を
荒
立
て
な
い
彼
特
有

の
気
質
と
健
康
不
安
が
そ
れ
を
抑
え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
（
15
）

。
そ
の
た
め
、
彼
は
「
中
立
的
立
場
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
当
初
は
保
守

（
四
二
二
）
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二
八
一

党
議
員
総
会
に
出
席
す
る
の
も
嫌
が
っ
て
い
た
。
そ
の
彼
が
一
転
カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
に
出
向
い
て
「
連
立
離
脱
支
持
」
を
表
明
し
た

こ
と
か
ら
、
敗
北
す
れ
ば
議
員
辞
職
も
考
え
て
い
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
造
反
組
に
勝
利
が
転
が
り
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
ボ
ナ
＝
ロ
ー

の
態
度
を
決
定
づ
け
た
要
因
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
下
院
指
導
者
と
し
て
党
内
団
結
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
こ
と
、
説
得
さ
れ

て
党
内
情
勢
の
変
化
を
確
信
し
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
動
機
と
し
て
、
健
康
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
一
九
〇
五
年
に
総
辞

職
し
た
バ
ル
フ
ォ
ア
（A

rthur B
alfour

）
内
閣
以
来
実
に
一
七
年
ぶ
り
と
な
る
「
保
守
党
単
独
内
閣
の
首
相
」
に
就
任
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

巡
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
（
16
）

も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
二
人
の
言
動
な
ど
か
ら
、「
反
・
労
働
党
、
反
・
社
会
主
義
、
政
権
獲
得
・
維
持
、
党
内
団
結
保
持
」
を
最
優
先
す
る
以
上
、

非
・
保
守
主
義
者
の
現
首
相
に
不
満
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
況
で
は
連
立
維
持
こ
そ
ベ
タ
ー
だ
と
す
る
心
情
も
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
同
時
に
、
事
実
上
の
党
首
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
は
保
守
党
と
し
て
の
独
自
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

追
求
す
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

⑶
　
一
九
二
二
年
政
変
の
基
本
的
性
格
②

─
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
議
員
投
票
結
果
に
見
る
政
変
の
本
質

デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
、
彼
の
独
断
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
は
、
お
互
い
を
本
能
的
に
嫌
う
ほ
ど
人
生
観
も
正
反
対
だ
っ
た
と
さ
れ
る
（
17
）

。
そ
こ
で
、
閣
僚
で
あ
り
な
が
ら
党
内
外
で
は
比
較

的
無
名
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
連
立
、
ひ
い
て
は
自
分
の
〝
主
〟
に
反
旗
を
翻
す
こ
と
と
な
っ
た
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
の
心
情
、
そ
し
て
保
守
党
議
員
総
会
当
日
の
模
様
と
投
票
結
果
を
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
回
顧
録
か
ら
検
討
し
、
政
変
の
基
本
的

性
格
や
本
質
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。

一
九
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
の
保
守
党
議
員
総
会
当
日
、
そ
の
前
日
に
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
（N

ew
port

）
で
行
わ
れ
た
補
欠
選
挙
結
果
が

（
四
二
三
）
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会
議
開
始
直
前
に
報
告
さ
れ
た
。
保
守
党
の
独
自
候
補
が
自
由
党
連
立
派
候
補
に
大
差
を
つ
け
て
当
選
を
果
た
し
た
（
18
）

と
い
う
そ
の
知
ら
せ

は
、「
逆
の
結
果
と
そ
の
議
員
投
票
へ
の
影
響
」
を
期
待
し
て
保
守
党
議
員
総
会
を
補
欠
選
挙
翌
日
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
失
望
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
会
議
が
始
ま
る
と
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
口
火
を
切
っ
て
長
時
間
の
演
説
を
行

い
、
連
立
政
権
の
実
績
、
党
へ
の
忠
誠
心
の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
既
述
の
と
お
り
「
反
・
労
働
党
、
反
・
社
会
主
義
」
の
前
衛
た
る
連
立

存
続
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
八
分
間
の
短
い
演
説
を
通
じ
て
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

「
…
連
立
と
い
う
の
は
自
由
な
意
思
で
形
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
、
ど
ん
な
特
殊
な
形
に
せ
よ
、
合
体
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
て
形

成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
一
九
一
八
年
に
締
結
し
た
連
立
協
定
を
続
け
た
い
の
か
ど
う
か
党
と
し
て
検
討
せ
ず
解
散
総
選
挙
実
施
に

同
意
し
た
こ
と
も
ま
た
、
致
命
的
誤
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
…
今
朝
の
タ
イ
ム
ズ
は
、
あ
る
名
高
い
貴
族
の
言
葉
を
借
り
て
、
首
相

（
※
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
）
の
こ
と
を
や
り
手
（a live w

ire

）
と
書
い
て
い
た
。
大
法
官
の
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
借
り
る
と
、
私

や
そ
の
他
の
人
に
言
わ
せ
れ
ば
、
首
相
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
実
力
の
持
ち
主
（a dynam

ic force

）
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
ど
お
り

だ
と
思
う
。
彼
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
実
力
の
持
ち
主
だ
が
、
我
々
か
ら
す
れ
ば
そ
の
名
称
は
、
彼
の
せ
い
で
わ
が
党
が
混
乱
に
陥
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
由
来
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
実
力
の
持
ち
主
は
実
に
嫌
な
奴
で
し
か
な
い
。
彼
は
諸
君
を
打
ち

の
め
す
可
能
性
を
秘
め
て
は
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
…
彼
の
本
籍
地
・
自
由
党
が
粉
々
に
な
っ
て
し

ま
う
か
否
か
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
実
力
の
持
ち
主
の
動
向
次
第
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
顕
著
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
次
第

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、
や
が
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
わ
が
党
に
も
起
き
る
と
、
私
は
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
（
19
）

」 （
四
二
四
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
八
三

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
い
う
政
治
家
個
人
に
対
す
る
不
満
・
不
信
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
保
守
党
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
危
機
感
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
連
立
離
脱
派
の
意
向

を
受
け
て
、「
保
守
党
と
し
て
は
次
期
総
選
挙
を
独
力
で

─
即
ち
、
今
す
ぐ
連
立
を
解
消
し
て

─
戦
う
べ
き
だ
」
と
す
る
プ
レ
テ
ィ

マ
ン
動
議
（P

retym
an ’s m

otion

）
が
議
員
投
票
に
か
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
投
票
結
果
に
基
づ
い
て
、
保
守
党
は
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ

と
の
連
立
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
。

プ
レ
テ
ィ
マ
ン
動
議
を
め
ぐ
る
投
票
結
果
（
20
）

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
賛
成
（
連
立
離
脱
賛
成
）　
一
八
五

　
反
対
（
連
立
離
脱
反
対
）　
　
八
八

　
棄
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
投
票
結
果
を
分
析
し
て
み
る
と
、
興
味
深
い
事
実
が
少
な
く
と
も
三
つ
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
一
つ
目
は
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ

連
立
内
閣
を
構
成
す
る
保
守
党
系
閣
僚
な
ら
び
に
大
臣
二
八
名
が
投
票
し
て
、
閣
僚
（
閣
内
大
臣
）
五
名
の
う
ち
、
賛
成
は
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
他
一
名
、
反
対
が
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
ら
三
名
で
あ
り
、
そ
し
て
大
臣
二
三
名
の
う
ち
賛
成
一
二
名
、
反
対
七
名
、

棄
権
四
名
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
点
（
21
）

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
党
幹
部
議
員
も
真
っ
二
つ
に
分
裂
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
政
変
の
実
質
的

中
心
人
物
は
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

二
つ
目
は
、
平
時
連
立
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
一
八
年
の
総
選
挙
実
施
以
前
か
ら
議
員
だ
っ
た
者
の
中
で
、
賛
成
に
回
っ
た
人
数

（
一
五
九
名
）
が
、
同
じ
条
件
の
者
で
反
対
に
回
っ
た
人
数
（
八
四
名
）
よ
り
も
二
倍
多
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
22
）

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
保

守
党
議
員
に
よ
る
伝
統
的
二
党
制
回
帰
傾
向
の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
賛
成
派
議
員
の
内
訳
で
あ
る
。
党

（
四
二
五
）
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二
八
四

地
方
組
織
や
党
独
自
の
選
挙
対
策
を
司
る
こ
と
か
ら
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
縁
を
切
り
た
い
前
述
の
ヤ
ン
ガ
ー
を
は
じ
め
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
自
由
国
成
立
に
反
発
し
た
「
頑
固
な
保
守
派
（the D

ie H
ard

）」、
当
時
党
内
で
少
数
派
と
な
っ
て
い
た
自
由
貿
易
論
者
の
セ
シ
ル

（H
ugh C

ecil （
23
））、

そ
れ
と
は
逆
に
熱
心
な
関
税
改
革
（
保
護
貿
易
導
入
）
派
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ー
メ
リ
ー
（L

eo A
m

ery

）
や
、
社
会
改
革

提
案
の
大
切
さ
を
早
く
か
ら
党
内
で
提
唱
し
て
き
た
ス
チ
ー
ル
＝
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
（A

rthur S
teel-M

aitland

）、
そ
し
て
連
立
に
伴
う
ポ

ス
ト
配
分
削
減
に
不
満
の
あ
っ
た
一
般
議
員
な
ど
、
党
内
の
諸
傾
向
・
グ
ル
ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
著
名
議
員
が
比
較
的
多
く
名
を

連
ね
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
背
後
で
一
九
二
二
年
政
変
を
演
出
し
た
原
動
力
は
、
単
に
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
個
人

に
対
す
る
不
満
・
不
信
や
反
発
、
あ
る
い
は
個
人
的
な
野
心
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
保
守
党
独
自
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
諸

政
策
を
追
求
・
遂
行
し
た
い
と
い
う
議
員
た
ち
の
〝
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
願
望
〟
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
二
二
年
政
変
、
言
い
換
え
れ
ば
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
に
カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
た
保
守
党
議
員
総
会
の
基
本
的
性
格
お
よ
び
本
質
は
、「
自
由
党
少
数
派
を
率
い
る
存
在
に
過
ぎ
な
い
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
一
個
人

に
大
戦
後
も
振
り
回
さ
れ
続
け
た
現
状
へ
の
不
満
、
そ
れ
を
容
認
し
続
け
る
党
幹
部
へ
の
不
信
、
そ
し
て
選
挙
の
文
脈
か
ら
見
た
将
来
へ

の
不
安
、
こ
れ
ら
を
併
せ
持
つ
と
り
わ
け
一
般
議
員
た
ち
が
、
大
戦
後
の
新
し
い
社
会
に
相
応
し
い
保
守
党
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

確
立
を
目
指
し
て
起
こ
し
た
造
反
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
疑
問
も
残
る
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
を
中
心
と
す
る
連
立
離
脱
派
は
、
個
人
的
感
情
や
選
挙
上
の
打
算
、
あ
る
い
は
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
確
立
願
望
の
み
で
、
こ
の
造
反
劇
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
間
期
に
相
応
し
い
保
守
党
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

確
立
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
底
に
は
政
治
思
想
や
方
法
・
戦
術
な
ど
を
め
ぐ
る
対
立
や
主
導
権
争
い
も
あ
る
は
ず
で
は
な

（
四
二
六
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
八
五

い
の
か
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
そ
の
保
守
主
義
の
政
治
思
想
的
側
面
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、

な
ど
の
疑
問
が
そ
れ
で
あ
る
。

三
、
政
治
思
想
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変

そ
こ
で
上
記
の
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
、
本
章
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
か
ら
こ
の
政
変
の
本
質
に
迫
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
一
九
二
二
年
政
変
の
新
た
な
解
釈
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

の
萌
芽
と
し
て
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

⑴
　
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
新
自
由
主
義
と
保
守
党

ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
の
非
国
教
徒
と
い
う
点
で
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
界
で
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
代
表
と
さ
れ
る
民

衆
政
治
家
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（
24
）

に
は
、
大
統
領
的
首
相
、
自
由
貿
易
論
者
、
福
祉
国
家
の
創
始
者
、
あ
る
い
は
新
自
由
主
義
者
と

い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
が
張
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
は
、「
新
自
由
主
義
者
」
と
し
て
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
に
着
目
し
、
そ
の
政
治

思
想
を
先
ず
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
新
自
由
主
義
は
、「
自
由
主
義
本
来
の
課
題
と
さ
れ
た
特
権
の
廃
棄
と
か
自
由
の
拡
大
と
い
っ
た
政
治
改
革
よ
り
も
、

階
級
間
の
分
裂
や
反
目
の
緩
和
と
、
社
会
に
お
け
る
各
人
の
可
能
性
の
実
現
を
阻
害
し
て
い
る
諸
条
件
の
改
善
と
を
目
的
と
す
る
社
会
改

革
こ
そ
が
当
面
の
急
務
で
あ
り
、
国
家
は
社
会
改
革
の
直
接
の
推
進
主
体
と
し
て
積
極
的
に
介
入
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
」
な
い
し

「
新
し
い
潮
流
（
25
）

」
で
あ
る
。
つ
ま
り
消
極
的
な
古
典
的
自
由
主
義
と
は
異
な
り
、
社
会
を
改
良
す
る
目
的
で
国
家
（
中
央
政
府
）
の
介
入
を

（
四
二
七
）
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容
認
す
る
積
極
的
な
現
代
型
自
由
主
義
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
諸
改
革
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
自
由
党
ア

ス
キ
ス
政
権
時
に
始
ま
っ
た
が
、
戦
争
の
長
期
化
に
伴
い
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
あ
る
最
近
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
伝
に
よ
る
と
、

一
九
二
〇
年
夏
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
拠
点
を
置
く
実
業
家
や
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
数
名
が
、
自
由
党
を
再
び
新
自
由
主
義
に
注
目

さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
自
由
主
義
的
理
念
に
基
づ
く
方
策
が
自
由
党
失
業
対
策
プ
ラ
ン
の
土
台
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
目
標
は
、「
戦
時
社
会
主
義
（the w

ar socialism

）」
を
拡
張
し
、
そ
れ
を
産
業
政
策
と
積
極
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
だ
っ
た
（
26
）

。

新
自
由
主
義
の
理
念
に
基
づ
く
一
連
の
社
会
立
法
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
「
無
拠
出
型
老
齢
年
金
制
度
」「
職
業
紹
介
制
度
」

「
児
童
の
栄
養
改
善
と
保
健
」「
健
康
保
険
・
失
業
保
険
制
度
」（
い
ず
れ
も
一
九
〇
六
年
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
自
由
党
政
権
の
下
、
一
九
〇
八
〜

一
九
一
一
年
に
か
け
て
制
定
さ
れ
た
）
な
ど
の
社
会
改
革
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
は
、「
伝
統
的
救
貧
法
体
制
」
か
ら

「
現
代
型
福
祉
国
家
体
制
」
へ
の
移
行
・
脱
皮
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
27
）

。
そ
う
し
た
中
、
一
九
〇
九
年
の
「
人
民
予
算
（P

eople ’s 

B
udget （

28
））」

と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
保
守
党
と
の
攻
防
か
ら
生
ま
れ
た
一
九
一
一
年
議
会
法
成
立
に
伴
う
貴
族
院
改
革
、
い
わ
ゆ
る
「
下
院

優
位
原
則
」
の
確
立
を
通
じ
て
、
新
自
由
主
義
の
勢
い
は
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
れ
ら
諸
改
革
の
ア
ー
キ
テ
ク
ト

兼
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
が
、
一
九
〇
八
年
ア
ス
キ
ス
内
閣
で
蔵
相
に
就
任
し
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
家
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
政
治
思
想
の
底
流
に
は
新
自
由
主
義
的
要
素
が
確
実
に
存
在
し
た
と
言
え
る
。

本
稿
の
問
題
視
角
か
ら
見
た
場
合
、
新
自
由
主
義
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
こ
の
よ
う
な
新
自
由
主
義
を
標
榜

な
い
し
実
行
す
る
こ
と
で
、
自
由
党
と
労
働
党
の
政
策
上
の
違
い
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
右
派

の
保
守
党
」
に
対
峙
す
る
「
左
派
・
進
歩
派
」
と
し
て
の
地
位
を
新
興
勢
力
・
労
働
党
と
自
由
党
で
競
い
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

（
四
二
八
）
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リ
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保
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主
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見
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一
九
二
二
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政
変
の
再
検
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渡
邉
）

二
八
七

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
総
選
挙
結
果
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
き
残
り
を
か
け
て
両
党
が
革
新
票
を
〝
奪
い

合
っ
た
〟
結
果
、
進
歩
的
な
自
由
党
支
持
層
は
次
第
に
労
働
党
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
結
局
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
自
由
党
に
代

わ
り
、
労
働
党
が
戦
後
社
会
民
主
主
義
と
い
う
形
で
新
自
由
主
義
の
役
割
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
自
由
党
と
労
働
党
の
い
わ
ば
〝
勝
ち
抜
き
合
戦
〟
を
右
派
の
第
三
者
的
立
場
か
ら
遠
隔
操
作
し
て
、
そ
こ
か
ら
〝
漁
夫
の
利
〟

を
得
る
こ
と
す
ら
可
能
な
立
場
に
あ
っ
た
の
が
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
そ
の
保
守
党
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
二
つ
目
の
点
は
、
当
時
深
刻
化
し
つ
つ
あ
っ
た
失
業
問
題
・
失
業
対
策
に
関
す
る
国
家
・
政
府
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
め

ぐ
っ
て
、「
新
自
由
主
義
」
と
「
保
守
主
義
」
の
間
で
論
争
が
展
開
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
と
り
わ
け
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
慢
性
的
不
況
と
失
業
増
加
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
戦
前
の
輸
出
産
業
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
綿
業
部
門
と
石
炭
業
部
門
が
戦
前
の
水
準
に
戻
ら
ず
、
し
か
も
そ

う
し
た
輸
出
産
業
部
門
に
占
め
る
労
働
人
口
の
割
合
が
依
然
高
い
状
態
で
推
移
し
て
い
た
の
が
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
（
29
）

。
そ
れ
ゆ

え
、
失
業
対
策
上
国
家
・
政
府
の
介
入
を
認
め
る
「
新
自
由
主
義
」
の
自
由
党
に
対
抗
し
、
さ
ら
に
総
選
挙
を
単
独
で
戦
う
た
め
に
も
、

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
も
新
自
由
主
義
と
も
異
な
る

─
従
来
ど
お
り
市
場
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
国
家
・
政
府
の
全
面
介
入
に

も
依
拠
し
な
い

─
保
守
党
独
自
の
理
論
武
装
を
速
や
か
に
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
が
、
当
時
に
お
け
る
保
守
党
の
内
情
だ
っ
た

と
考
え
て
よ
い
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
「
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
の
連
立
や
中
央
党
結
成
」
に
基
づ
く
中
道
右
派
連
合
勢
力
結
集
も
ま
た
、
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
ら
一
部
の
当
事
者
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
意
味
の
あ
る
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
で
は
、
自
由
党
と
労
働
党
の
両
方
に
対
抗
で
き
る
、
保
守
党
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
た
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ

（
四
二
九
）
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二
八
八

に
は
な
り
得
な
い
。

さ
ら
に
、
研
究
上
の
視
座
か
ら
見
た
場
合
、
政
治
家
と
い
う
存
在
は
対
内
的
組
織
化
や
忠
誠
心
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
感
情
や
目
標

と
い
っ
た
「
共
通
の
基
盤
（a com

m
on basis

）」
な
る
も
の
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
家
の
持
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
や
民

衆
的
支
持
基
盤
を
無
視
し
て
、
単
な
る
権
力
追
求
者
集
団
と
し
て
の
視
点
だ
け
で
政
治
家
を
研
究
す
る
の
は
、
全
く
無
意
味
（
30
）

と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
保
守
党
「
連
立
離
脱
派
」
の
理
論
武
装
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か

り
は
、
前
述
し
た
連
立
離
脱
派
を
構
成
し
て
い
た
諸
傾
向
・
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
る
こ
と
の
で
き
る
「
軸
」
が
何
だ
っ
た
の
か
見
出
す
こ
と

に
あ
る
。
自
由
貿
易
論
者
か
ら
保
護
貿
易
論
者
に
至
る
ま
で
、
ま
た
「
安
泰
」
選
挙
区
選
出
の
地
主
層
が
多
い
頑
固
な
保
守
派
か
ら
、
実

業
界
に
基
盤
を
置
く
中
産
階
級
出
身
の
保
守
主
義
者
ま
で
、
幅
広
く
雑
多
な
意
見
・
利
害
関
係
を
内
包
す
る
連
合
体
の
共
通
軸
を
あ
え
て

絞
り
出
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
反
・
労
働
党
、
反
・
社
会
主
義
」
に
加
え
、「
新
自
由
主
義
者
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
へ
の
反
発
」
し
か

あ
り
得
な
い
。
保
守
主
義
者
か
ら
見
れ
ば
、
国
家
・
政
府
を
利
用
し
て
社
会
の
平
準
化
や
社
会
秩
序
の
急
激
な
変
革
を
推
し
進
め
よ
う
と

す
る
点
で
は
共
通
の
敵
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
現
実
的
に
見
た
場
合
、
一
八
六
七
年
以
降
増
大
し
て
き
た
労
働
者
階
級
有
権
者
の
包
摂
に
成
功
し
な
い
限
り
、
政
権
与
党
と
し

て
保
守
党
が
生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
二
年
政
変
で
保
守
党
の
連
立
離
脱
派
が
追
求
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
自

前
の
政
党
基
盤
を
直
接
持
た
な
い
「
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
実
力
の
持
ち
主
」
に
こ
れ
以
上
頼
る
こ
と
な
く
、
保
守
党
単
独
で
労
働
党
を
相

手
に
し
て
い
く
路
線
、
換
言
す
れ
ば

─
か
つ
て
の
労
働
運
動
が
「
リ
ブ
＝
ラ
ブ
主
義
（L

ib.-L
ab. ism

）」
を
放
棄
し
て
、
独
立
労
働
主

義
を
そ
の
基
本
方
針
と
し
た
よ
う
に

─
い
わ
ば
「
独
立
」
保
守
主
義
を
政
治
思
想
の
面
か
ら
支
え
る
指
導
原
理
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

（
四
三
〇
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
八
九

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
方
法
・
戦
術
論
的
に
見
れ
ば
、
ア
ス
キ
ス
派
も
含
め
、
自
由
党
を
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
二
大
勢
力
か
ら
完
全
排
除
し

て
し
ま
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
そ
う
し
た
指
導
原
理
に
基
づ
い
て
「
保
守
党 

対 

労
働
党
」
と
い
う
現
代
型
二

党
制
を
慎
重
に
築
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
が
、
後
述
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
新
自
由
主
義
を
さ
ら
に
標
榜
・
追
求
し
続
け
る
可
能
性
の
あ
っ
た

─
実
際
、
世
界
恐
慌
後
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
導
入

を
提
案
し
て
い
る

─
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
自
由
党
と
完
全
に
訣
別
し
、
今
後
は
労
働
党
を
「
左
派
・
進
歩
派
」
唯
一
の
代
表
と
認
め
た

う
え
で
、
そ
の
政
治
思
想
に
対
抗
し
得
る
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
試
み
こ
そ
一
九
二
二
年
政
変
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
試
み
が
保
守
党
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
の
が
一
九
二
二
年
総
選
挙
だ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、「
自
由
党
の
新
自
由
主
義
」
や
「
労
働
党
の
社
会
主
義
」
に
対
抗
で
き
る
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
評
価
可
能

で
あ
る
と
同
時
に
、
し
か
も
当
時
は
ま
だ
萌
芽
期
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
の
政
治
思
想
的
側
面
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑵
　
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
萌
芽
と
一
九
二
二
年
政
変

第
一
次
世
界
大
戦
の
前
後
、
従
来
以
上
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
政
治
問
題
と
し
て
、
大
衆
民
主
主
義
の
到
来
に
伴
う
社

会
福
祉
や
失
業
対
策
の
必
要
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
担
い
手
と
し
て
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
に
代
表
さ
れ
る

新
自
由
主
義
者
や
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
は
、
周
知
の
よ
う
に
国
家
、
即
ち
政
府
の
役
割
を
重
視
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
体

現
す
る
そ
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
新
し
い
保
守
主
義
は
、
そ
の
担
い
手
を
何
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は

フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
（F

riendly S
ociety

─
友
愛
協
会
、
共
済
組
合
）
な
ど
（
31
）

に
代
表
さ
れ
る
「
社
会
と
、
そ
の
構
成
要
素
と

な
る
諸
集
団
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
思
想
的
根
拠
は
、
一
九
二
四
年
二
月
一
八
日
に
ス
ト
ー
ポ
ー
ト

（
四
三
一
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
九
〇

（S
tourport

）
で
彼
が
行
っ
た
演
説
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
偉
大
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
運
動
で
展
開
さ
れ
た
主
張
を
実
現
す
る
こ
と
に
異
論
は
無
い
。
そ
の
他
数
多
の
良
き
物
と

同
じ
く
、
こ
の
運
動
は
イ
ギ
リ
ス
の
発
展
を
通
じ
て
純
粋
に
芽
生
え
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
起
源
は
極
上
品
を
数
多
提
供
し
て

く
れ
た
名
も
無
き
人
び
と
に
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
大
勢
の
人
び
と
を
対
象
と
す
る
そ
の
救
済
活
動
が
、
こ
の
国
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
や
社
会
活
動
を
豊
か
に
す
る
う
え
で
い
か
に
役
立
っ
て
い
る
か
は
私
も
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
全
体
を
支
え
て
い
る
精
神
は
他
者

へ
の
奉
仕
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
何
に
も
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
今
日
世
界
中
で
必
要
な
精
神
な
の
だ
が
…
。
フ
レ
ン
ド

リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
か
ら
教
え
ら
れ
た
奉
仕
の
精
神
を
わ
が
国
民
に
も
教
え
て
や
れ
ば
、
わ
が
国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
よ
り
適
切
か
つ

高
貴
な
も
の
に
し
て
い
く
う
え
で
役
立
つ
だ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の
人
び
と
を
手
助
け
す

る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
（
32
）

」。

こ
れ
だ
け
で
即
断
す
る
の
は
無
論
禁
物
だ
が
、
こ
の
演
説
内
容
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
少
な
く
と
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
な
ど
自
発
的
結
社
の
果
た
す
役
割
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
33
）

。

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
理
論
的
側
面
に
即
し
て
言
え
ば
、
彼
の
こ
う
し
た
考
え
方
は
保
守
主
義
特
有
の
「
有
機
体
的
社
会
観
」
の
一
つ

の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
研
究
し
て
い
る
リ
ー
チ
（R

obert L
each

）
は
、
保
守
主
義
者
の

共
通
点
と
し
て
、「
社
会
（society

）」
を
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
単
な
る
塊
以
上
の
存
在
と
し
て
認
識
す
る
点
を
挙
げ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
個
々
人
・
家
族
・
集
団
・
階
級
、
こ
れ
ら
の
相
互
依
存
的
結
び
つ
き
を
必
然
的
に
含
む
複
雑
な
有
機
体
を
社
会
と
し

（
四
三
二
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
九
一

て
捉
え
る
の
が
保
守
主
義
者
だ
と
述
べ
て
い
る
。
社
会
を
構
成
す
る
個
人
と
集
団
は
全
て
相
互
依
存
し
合
う
の
で
、
そ
こ
に
は
社
会
的
な

義
務
と
責
任
が
伴
う
こ
と
に
な
る
（
34
）

か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
最
新
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
研
究
に
よ
る
と
、
右
に
示
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
の
中
に
出
て
く
る
「
奉
仕
（service

）」
と

い
う
概
念
は
、
彼
が
公
式
に
発
し
た
言
葉
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
奉
仕
、
即
ち
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
言

葉
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
保
守
主
義
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
保
守
主
義
が
労
働
党

や
社
会
主
義
の
価
値
以
上
に
優
れ
た
価
値
で
あ
る
こ
と
を
示
す
存
在
で
も
あ
っ
た
（
35
）

。
加
え
て
、
奉
仕
と
い
う
倫
理
は
、
民
間
企
業
等
に
道

徳
を
説
く
だ
け
で
な
く
、
階
級
闘
争
や
社
会
主
義
、
共
産
主
義
あ
る
い
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
脇
へ
追
い
や
り
、
し
か
も
保
守
党
支
持
を
拡
大

で
き
る
力
を
秘
め
た
「
保
守
主
義
的
理
想
主
義
（a conservative idealism

）」
を
構
成
す
る
存
在
（
36
）

で
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
と
っ
て
『
奉
仕
』
と
は
、
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
非
社
会
主
義
的
な
や
り
方
で
調
停
す

る
存
在
（
37
）

」（
傍
線 

引
用
者
）
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
・
政
府
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
す
る
新
自
由
主
義
や
、
社
会
民
主
主
義

な
ど
も
含
め
た
広
義
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
対
抗
可
能
な
、「
保
守
」
の
側
か
ら
の
新
し
い
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
の
「
核
」
お
よ
び

政
治
思
想
的
基
盤
に
な
り
得
る
概
念
と
し
て
評
価
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
戦
間
期
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
新

し
い
保
守
主
義
の
萌
芽
は
、
一
九
二
二
年
政
変
の
舞
台
裏
に
隠
さ
れ
た
「
反
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
、
反
・
新
自
由
主
義
」
と
い
う
側
面

に
も
求
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
一
九
二
二
年
政
変
を
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
別
の
部
分
（
38
）

か
ら
捉
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
既
に
触
れ
た
と
お
り
、
ロ
イ
ド

＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
中
央
党
結
成
構
想
の
背
景
に
は
、
首
相
で
あ
り
な
が
ら
実
は
自
由
党
党
首
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
自
前
の
政
党
基
盤
を
持

ち
た
が
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
労
働
党
や
社
会
主
義
に
対
抗
可
能
な
中
道
右
派
連
合
の
結
集
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
大
衆

（
四
三
三
）
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二
九
二

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
進
展
に
伴
う
労
働
党
や
社
会
主
義
の
脅
威
に
対
抗
し
得
る
具
体
的
な
方
法
・
戦
術
に
関
し
て
は
、
当
初
保
守
党
内
に
も

明
確
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
方
法
や
戦
術
を
め
ぐ
っ
て
保
守
党
で
は
、
大
別
し
て
、
以
下
の
二
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
議
論
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
労
働
運
動
な
ど
急
進
主
義
勢
力
の
パ
ワ
ー
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
利
用
で
き
れ
ば
何
で
も
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
労
働
者
階
級
の
声
を
可
能
な
限
り
聴
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
労
働
運
動
と
の
和
解
・
調
和
を
促
進
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
体
制
内
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
労
働
運
動
な
ど
の
急
進
化
・
過
激

化
を
防
止
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

保
守
党
内
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
・
戦
術
を
め
ぐ
る
対
立
ま
た
は
主
導
権
争
い
と
い
う
図
式
で
一
九
二
二
年
政
変
を
捉
え
た
場

合
、
当
時
の
保
守
党
連
立
維
持
派
は
前
者
で
あ
り
、
連
立
離
脱
派
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
後
者
で
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
保
守
党
史
に
詳
し
い
ラ
ム
ス
デ
ン
（John R

am
sden

）
に
よ
れ
ば
、
二
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
保
守
党
で
支

持
し
て
い
た
の
は
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
以
外
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
39
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
一
九
二
二
年
政
変
の
成
功
と
、
そ

れ
に
続
く
ボ
ナ
＝
ロ
ー
辞
任
を
受
け
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
後
継
首
班
・
党
首
に
選
ば
れ
た
た
め
、
党
内
少
数
派
の
主
張
す
る
二
つ
目
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
一
九
二
三
年
以
降
、
最
終
的
に
保
守
党
の
指
導
原
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
時
代
に

入
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
め
ぐ
っ
て

─
特
に
党
内
右
派
か
ら
の
批
判
に
基
づ
く

─
党
内
対
立
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
に
象
徴
さ
れ
る
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
形
成
過
程
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
「
対
労
働
党
観
」
も
考
察
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
幅
の
都
合
上
そ
の
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
四
三
四
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
九
三

四
、
お
わ
り
に

一
九
二
二
年
政
変
を
従
来
的
解
釈
で
説
明
す
れ
ば
、
一
九
一
八
年
総
選
挙
結
果
で
明
ら
か
と
な
っ
た
保
守
党
の
圧
倒
的
優
位
＝
単
独
政

権
実
現
可
能
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
同
党
の
方
向
性
再
確
認

─
次
期
一
九
二
二
年
総
選
挙
を
連
立
に
頼
ら
ず
独
力
で
戦
い
、
保
守
党

単
独
政
権
を
ほ
ぼ
一
七
年
ぶ
り
に
実
現
す
る
こ
と

─
だ
っ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
通
説
で
は
、
選
挙
上
の
利
害
関
係
や
、
ロ
イ
ド
＝

ジ
ョ
ー
ジ
個
人
に
対
す
る
道
徳
・
感
情
面
で
の
批
判
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
本
論
で
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
二
二
年
政
変
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
、
保
守
党
連
立
離
脱
派
に
よ
る
ロ
イ
ド
＝

ジ
ョ
ー
ジ
批
判
は
、
保
守
党
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
願
望
と
、
と
り
わ
け
そ
の
中
心
人
物
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
政
治
思
想
・
新

し
い
保
守
主
義
の
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
一
九
二
二
年
政
変
と
は
、
新
自
由
主

義
な
ど
に
対
抗
可
能
な
新
し
い
保
守
主
義
を
模
索
す
る
過
程
に
お
い
て
、
例
え
ば
「
国
家
・
政
府
を
経
由
し
た
因
習
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

対
す
る
一
つ
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
な
ど
の
役
割
を
再
認
識
し
た
結
果
で
も
あ
っ
た
（
40
）

」。

そ
う
し
た
意
味
で
、
選
挙
や
個
人
的
感
情
と
い
っ
た
従
来
的
見
地
か
ら
の
説
明
だ
け
で
一
九
二
二
年
政
変
を
理
解
す
る
の
は
、
政
治
史

研
究
の
視
点
と
し
て
実
に
不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
約
上
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
思
想
に
関
す
る
史
料
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
十
分
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（R

am
say M

acD
onald

）
労
働
党
と
の
関
係
や
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

の
対
労
働
党
観
に
つ
い
て
の
分
析
も
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
研
究
に
お
け
る
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
四
三
五
）
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二
九
四

（
1
） 

周
知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は
、
一
八
八
六
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
分
離
・
独
立
に
反
対
し
、
連
合
王
国
の

統
一
を
維
持
す
る
立
場
か
ら
「
統
一
党
（U

nionists

）」
と
い
う
党
名
も
併
用
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
原
則
と
し
て
「
保

守
党
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
が
、
当
時
の
党
組
織
の
正
式
名
称
な
ど
を
表
記
す
る
場
合
や
、
引
用
箇
所
を
原
文
ど
お
り
示
す
場
合
は
、「
統
一
党
」

と
い
う
名
称
も
用
い
て
い
る
。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で
は
、
役
職
を
持
た
な
い
一
般
議
員
た
ち
の
「
空
気
」
を
幹
部
議
員
に
伝
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
役
割
を
果
た
し
た
り
、

今
日
で
は
党
首
選
挙
管
理
委
員
会
の
役
割
も
担
っ
た
り
す
る
重
要
な
党
内
機
関
・
一
九
二
二
年
委
員
会
（the 1922 C

om
m

ittee

）
が
一
九
二
三
年

に
設
置
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
一
九
二
二
年
」
と
い
う
委
員
会
名
称
の
由
来
は
、
一
九
二
二
年
政
変
（
カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
保
守
党
議
員
総
会⇒

議
員
投
票
）
で
は
な
く
、
政
変
の
半
年
後
に
同
委
員
会
を
結
成
す
る
保
守
党
議
員
た
ち
が
初
当
選
し
た
（
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
の
連
立
を
解
消
し

た
後
に
実
施
さ
れ
、
ボ
ナ
＝
ロ
ー
新
党
首
・
首
相
の
下
で
保
守
党
が
単
独
で
大
勝
利
を
収
め
た
）
一
九
二
二
年
総
選
挙
に
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
一
九
二
二
年
政
変
」
と
「
一
九
二
二
年
委
員
会
創
設
」
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
必
然
的
と
い
う
よ
り
、
偶
然
の
一
致
で

あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

C
f. P

hilip N
orton, ‘T

he P
arliam

entary P
arty and P

arty C
om

m
ittees ’, in A

nthony S
eldon and S

tuart B
all 

（eds.

）, 

C
on

servative C
en

tu
ry  T

h
e C

on
servative P

arty sin
ce 1900 

（O
xford: O

xford U
niversity P

ress

） 1994, p. 105.

（
2
） 

カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
（C

arlton C
lub

）
は
、
第
一
次
選
挙
法
改
正
（the F

irst R
eform

 B
ill

）
を
め
ぐ
る
党
派
間
論
争
が
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
た
一
八
三
二
年
三
月
、
選
挙
法
改
正
に
反
対
す
る
ト
ー
リ
ー
系
議
員
た
ち
を
中
心
に
カ
ー
ル
ト
ン
・
テ
ラ
ス
二
番
地
で
結
成
さ
れ
た
。
い
わ

ゆ
る
「
ク
ラ
ブ
政
治
」
全
盛
期
の
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
事
実
上
の
保
守
党
本
部
的
機
能
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
君
塚
直
隆
「
議

会
政
治
の
結
社
　
カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
」（
川
北
稔
編
・
綾
部
恒
雄
監
修
『
結
社
の
イ
ギ
リ
ス
史
　
ク
ラ
ブ
か
ら
帝
国
ま
で
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
所
収
）
一
三
六
─
一
三
七
頁
。

（
3
） 

労
働
党
連
立
派
の
離
脱
前
に
実
施
さ
れ
た
一
九
一
八
年
に
お
け
る
三
党
の
総
選
挙
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

　
定
数
　
　
　
七
〇
七
議
席
　
投
票
率 

五
八
・
九
％

（
四
三
六
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
九
五

　
連
立
派
　
　
四
七
八
議
席
　
保
守
党 

三
三
五
議
席（
三
二
・
五
％
）　
自
由
党 

一
三
三
議
席（
一
三
・
五
％
）　
労
働
党 

一
〇
議
席（
一
・
五
％
）

　
反
連
立
派
　
二
二
九
議
席
　
保
守
党 

二
三
議
席（
三
・
四
％
）　
　
　
自
由
党 

　
二
八
議
席（
一
二
・
一
％
）　
労
働
党 

六
三
議
席（
二
二
・
二
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他

C
f. R

oger M
ortim

ore and A
ndrew

 B
lick 

（eds.

）, B
u

tler’s B
ritish

 P
olitical F

acts 

（L
ondon: P

algrave M
acm

illan

） 2018, p. 377.

こ
の
総
選
挙
結
果
を
見
て
も
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
政
権
の
実
態
は
「
保
守
党
に
支
え
ら
れ
た
政
権
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
4
） 

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で‘L

eader of the C
onservative P

arty ’

（
保
守
党
党
首
）
と
い
う
名
称
が
公
式
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
九
二
二
年
政
変
（
党
内
連
立
離
脱
派
の
勝
利
）
直
後
、the H

otel C
ecil

で
の
保
守
党
議
員
総
会
に
お
い
て
、
ボ
ナ
＝

ロ
ー
を
満
場
一
致
で
「
党
首
」
に
選
出
し
た
一
九
二
二
年
一
〇
月
と
さ
れ
て
い
る
。A

nthony S
eldon and S

tuart B
all 

（eds.

）, op. cit., p. 773. 

そ
れ
ゆ
え
、
今
日
的
な
意
味
で
の
〝
初
代
〟
保
守
党
党
首
は
ボ
ナ
＝
ロ
ー
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
二
二
年
一
〇
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
こ
の
形
式
的
な
議
員
総
会
で
は
、
保
守
党
下
院
議
員
二
二
〇
名
、
上
院
議
員
一
五
二
名
、
下
院
議
員
候

補
者
六
七
名
が
集
ま
り
、
出
席
者
の
満
場
一
致
で
ボ
ナ
＝
ロ
ー
が
新
党
首
に
推
挙
さ
れ
た
。
こ
の
時
ボ
ナ
＝
ロ
ー
は
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
の

辞
任
・
連
立
内
閣
総
辞
職
の
後
、
国
王
に
よ
っ
て
後
継
首
班
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
慣
例
で
は
、
そ
の
場
合
自
動
的
に
「
指
導
者
」
と
し
て

党
内
外
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
保
守
党
「
党
首
」
と
し
て
党
内
か
ら
正
式
に
承
認
さ
れ
な
い
限
り
組
閣
は
で
き
な
い
と
ボ
ナ
＝
ロ
ー
自
ら
強
い

拘
り
を
見
せ
た
た
め
、
こ
の
議
員
総
会
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。R

. J. Q
. A

dam
s, B

on
ar L

aw
 

（L
ondon: John M

urray

） 1999, p. 

329.因
み
に
ブ
レ
ー
ク
に
よ
る
と
、
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
こ
う
し
た
（
党
内
民
主
主
義
的
）
言
動
は
前
例
が
無
く
、
保
守
党
史
上
初
と
な
る
党
下
院
議
員
の

公
選
に
よ
っ
て
ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

earth

）
を
党
首
に
選
出
し
た
一
九
六
五
年
ま
で
、
歴
代
保
守
党
党
首
は
誰
一
人
と
し
て
、
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
前

例
を
踏
襲
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。R

. B
lake, T

h
e C

on
servative P

arty from
 P

eel to T
h

atch
er 

（L
ondon: F

ontana 

P
ress

） 1985, p. 209. 

（
早
川
崇
訳
『
英
国
保
守
党
史
　
ピ
ー
ル
か
ら
チ
ャ
ー
チ
ル
ま
で
』
労
働
法
令
協
会
、
一
九
七
九
年
、
二
四
六
頁
）。
な
お
、

引
用
に
あ
た
っ
て
訳
文
を
若
干
改
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
こ
う
し
た
言
動
の
背
景
に
は
、
彼
自
身
の

─
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
と
は
対
照
的
な

─
誠
実
な
人
柄
に
加
え
、
党
内
分
裂
だ
け

（
四
三
七
）
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二
九
六

は
回
避
し
た
い
と
い
う
強
い
決
意
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
換
言
す
れ
ば
、
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
党
内
対
立
が
そ
れ
だ
け
深
刻
だ
っ
た

証
左
と
も
言
え
よ
う
。

な
お
、
そ
れ
以
前
の
保
守
党
で
は
、「
上
院
指
導
者
」
お
よ
び
「
下
院
指
導
者
」
と
い
う
二
つ
の
役
職
が
、
そ
れ
ぞ
れ
党
首
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
そ
し
て
二
つ
の
う
ち
、「
現
職
の
首
相
」
も
し
く
は
、
特
に
下
院
優
位
の
原
則
が
確
立
し
た
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け

て
は
「
下
院
指
導
者
」（
ボ
ナ
＝
ロ
ー
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
）
が
、
事
実
上
の
「
保
守
党
党
首
」
と
し
て
党
内
外
か
ら
認
識
さ
れ
て

い
た
。

（
5
） 

そ
う
し
た
見
方
を
強
調
す
る
代
表
的
先
行
研
究
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
著
作
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・K
eith M

iddlem
as and John B

arnes, B
ald

w
in

  A
 B

iograph
y 

（L
ondon: W

eidenfeld and N
icholson

） 1969.

・R
obert B

lake, op. cit.. 
（
前
掲
訳
書
）。

・A
nne P

erkins, B
ald

w
in 

（L
ondon: H

aus P
ublishing

） 2006.

（
6
） R

. B
lake, op. cit., p. 197. 

（
前
掲
訳
書
、
二
三
四
頁
）。

（
7
） 

因
み
に
カ
ン
ヌ
会
議
は
、
一
九
二
一
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ン
ヌ
で
開
か
れ
た
連
合
国
最
高
会
議
の
こ
と
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
賠
償
金

支
払
い
猶
予
要
請
な
ど
を
協
議
し
た
。
一
方
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
会
議
は
、
一
九
二
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
北
部
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
開
催

さ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
復
興
問
題
を
協
議
し
た
も
の
の
、
こ
れ
と
い
っ
た
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
際
会

議
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
チ
ャ
ナ
ク
危
機
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
軍
が
ト
ル
コ
軍
と
小
競
り
合
い
を
起
こ
し
、
ト
ル
コ
西
岸
の
チ
ャ
ナ
ク
で
ト
ル
コ
軍
が
イ
ギ
リ
ス
軍
と

も
衝
突
し
た
際
に
（
チ
ャ
ナ
ク
事
件
）、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
保
守
党
の
意
向
を
無
視
し
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
が
武
力
行
使
に
よ
っ
て
決
着
を
図
っ

た
そ
の
強
圧
的
な
外
交
姿
勢
を
指
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
保
守
党
が
閣
僚
の
引
き
揚
げ
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
は
こ
の
出
来
事
が
連

立
崩
壊
を
決
定
づ
け
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
8
） 

比
較
的
最
近
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
伝
記
を
著
し
た
元
労
働
党
副
党
首
ハ
タ
ス
リ
ー
（R

oy H
attersley

）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
中
央
党
結
成
構

想
は
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
が
一
九
一
八
年
以
降
考
え
た
ア
イ
デ
ア
で
、
中
央
党
を
結
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
総
選
挙
を
実

（
四
三
八
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
九
七

施
し
た
う
え
で
、
勝
利
し
た
暁
に
は
引
き
続
き
首
相
を
務
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
合
意
が
得
ら
れ
た
諸
政
策
」
と
「
中
央
党

リ
ー
ダ
ー
の
名
声
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
基
づ
く
新
た
な
政
権
獲
得
・
維
持
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
保
守
党
一
般
議
員
の
大
半
は
、
保
守
党

政
権
関
与
の
永
続
性
を
相
対
的
に
高
め
る
可
能
性
を
持
つ
「
連
立
」
に
は
肯
定
的
だ
っ
た
と
し
て
も
、「
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
率
い
る
連
立
」
だ
け

は
御
免
被
り
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
、
ハ
タ
ス
リ
ー
は
述
べ
て
い
る
。R

oy H
attersley, D

avid
 L

loyd
 G

eorge 

（L
ondon: 

A
bacus

） 2012, pp. 559-560, p. 570.

（
9
） R

. B
lake, op. cit., pp. 202-204. 

（
前
掲
訳
書
、
二
三
九
─
二
四
〇
頁
）。

（
10
） R

obert S
elf 

（ed.
）, T

h
e A

u
sten

 C
h

am
berlain

 D
iary L

etters th
e C

orrespon
d

en
ce of S

ir A
u

sten
 C

h
am

berlain
 w

ith
 H

is 

S
isters H

ild
a an

d
 Id

a, 1916-1917 （C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity P

ress

） 1995, p. 76, 81.

（
11
） 

一
九
二
二
年
総
選
挙
結
果
（
三
党
）
は
以
下
の
と
お
り
。

　
定
数
　
　
六
一
五
議
席
　
投
票
率 

七
一
・
三
％

　
保
守
党
　
三
四
五
議
席
（
三
八
・
二
％
）　
自
由
党
連
立
派
　
六
二
議
席
（
一
一
・
六
％
）　
自
由
党
反
連
立
派
　
五
四
議
席
（
一
七
・
五
％
）

　
労
働
党
　
一
四
二
議
席
（
二
九
・
五
％
）　
そ
の
他

C
f. R

. M
ortim

ore and A
. B

lick 

（eds.

）, op. cit., p. 377.

周
知
の
よ
う
に
こ
の
総
選
挙
で
は
、
労
働
党
が
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
め
て
議
会
第
二
党
（
最
大
野
党
）
に
躍
進
し
た
。
一
方
自
由
党
は
、「
中

央
党
」
の
結
成
ど
こ
ろ
か
、
従
来
ど
お
り
「
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
（
六
二
議
席
）」
と
「
ア
ス
キ
ス
派
（
五
四
議
席
）」
に
分
裂
し
た
ま
ま
総
選
挙

を
迎
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
両
派
の
議
員
を
合
わ
せ
て
も
労
働
党
の
獲
得
議
席
に
は
お
よ
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
保
守
党
連
立
離
脱
派
の
造

反
（
一
九
二
二
年
政
変
）
は
、
保
守
党
側
か
ら
見
れ
ば
結
果
的
に
は
正
し
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
12
） R

. S
elf 

（ed.

）, op. cit., pp. 208-209.

（
13
） R

. S
elf 

（ed.

）, T
h

e N
eville C

h
am

berlain
 D

iary L
etters, vol. 2, T

h
e R

eform
 Years, 1921-27 

（A
ldershot: A

shgate

） 2000, p. 47.

（
14
） K

. M
iddlem

as and J. B
arnes, op. cit., p. 122.

（
15
） R

obert Jam
es, M

em
oirs of a C

on
servative  J. C

. C
. D

avid
son

’s M
em

oirs an
d

 P
apers, 1910-37 

（L
ondon: W

eidenfeld and 

（
四
三
九
）
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二
九
八

N
icolson

） 1969, p. 120.
（
16
） 

Ibid., pp. 126-127.
（
17
） 

Ibid., pp. 114-115.

（
18
） C

f. C
hris C

ook and John R
am

sden 

（eds.

）, B
y-election

s in
 B

ritish
 politics 

（L
ondon: U

C
L

 P
ress

）1997, p. 273.

こ
の
補
欠
選
挙
結
果
に
つ
い
て
タ
イ
ム
ズ
は
、
有
権
者
が
下
し
た
「
連
立
政
権
へ
の
三
行
半
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
報
じ
て
い
た
と
い
う
。 

C
f. K

. M
iddlem

as and J. B
arnes, op. cit., p. 122.

（
19
） 

一
九
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
演
説
に
関
し
て
は
、
ヤ
ン
グ
（G

. M
. Y

oung

）
が
著
し
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
伝
に
、
そ
の

全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。G

. M
. Y

oung, S
tan

ley B
ald

w
in, 

（L
ondon: R

upert H
art-D

avis

） 1952, p. 41.

（
20
） 

プ
レ
テ
ィ
マ
ン
動
議
を
め
ぐ
る
投
票
結
果
と
、
賛
成
議
員
、
反
対
議
員
全
員
の
顔
ぶ
れ
等
に
つ
い
て
は
、R

. Jam
es, op. cit., pp. 129-133

を
参
照
の
こ
と
。

（
21
） 

Ibid., p. 128.

（
22
） 

Ibid., p. 129.

（
23
） 

自
由
貿
易
論
者
の
セ
シ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
理
論
面
か
ら
考
察
し
た
名
著C

on
servatism

 

（1912

）（
栄
田
卓
弘
訳
『
保
守
主
義
と

は
何
か
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
24
） 

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
書
と
し
て
は
、
高
橋
直
樹
『
政
治
学
と
歴
史
解
釈
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五

年
な
ど
が
あ
る
。

（
25
） 

松
浦
高
嶺
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
三
八
頁
。

（
26
） R

. H
attersley, op. cit., p. 600.

（
27
） 

松
浦
、
前
掲
書
、
一
三
八
─
一
三
九
頁
を
参
照
。

（
28
） 

周
知
の
よ
う
に
「
人
民
予
算
」
は
、
社
会
福
祉
を
実
現
し
そ
の
財
源
を
確
保
す
る
う
え
で
、
社
会
的
弱
者
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
代
わ
り
に
、

土
地
所
有
者
を
は
じ
め
と
す
る
高
所
得
者
層
を
増
税
の
対
象
と
し
て
、
当
時
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
蔵
相
が
一
九
〇
九
年
に
提
出
し
た
大
胆
か
つ
急

（
四
四
〇
）



イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た
一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
（
渡
邉
）

二
九
九

進
的
な
予
算
案
を
指
す
。

（
29
） 

青
山
義
信
・
今
井
宏
・
越
智
武
臣
・
松
浦
高
嶺
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
入
門
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
二
八
八
頁
。

（
30
） M

artin P
ugh, T

h
e M

akin
g of M

od
ern

 B
ritish

 P
olitics 1867-1939, second edition 

（O
xford: B

lackw
ell

） 1993, p. 220.
（
31
） 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
は
、
産
業
革
命
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
登
場
し
て
き
た
と
さ
れ
、
基
本
的
に
は
「
相
互
扶
助
活
動
を
中
心
と
し
、

宴
会
を
開
い
た
り
、
会
を
誇
示
す
る
行
事
を
催
し
た
り
す
る
自
発
的
結
社
」
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
機
能
面
で
は
「
基
金
積
立
協
会
」
と
「
収
益
分

配
協
会
」
に
大
別
さ
れ
る
（
篠
塚
信
義
）。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
篠
塚
信
義
「
産
業
革
命
と
民
衆
の
結
社
　
友

愛
協
会
」（
川
北
稔
編
・
綾
部
恒
雄
監
修
、
前
掲
書
所
収
）
一
一
八
─
一
三
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
32
） C

f. S
tanley B

aldw
in, O

n
 E

n
glan

d
 an

d
 oth

er A
d

d
resses 

（L
ondon: P

hillip A
llan

） 1926, pp. 263-264.

（
33
） 

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
・
研
究
成
果
と
し
て
、P

hilip W
illiam

son, S
tan

ley B
ald

w
in

  C
on

servative lead
ersh

ip an
d

 n
ation

al 

valu
es 

（C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity P

ress

） 1999, pp. 132-135

も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
） R

obert L
each, P

olitical Id
eology in

 B
ritain, third edition 

（L
ondon: P

algrave

） 2015, p. 60.

（
35
） P

. W
illiam

son, op. cit., p. 212.

（
36
） 

Ibid., p. 217.

（
37
） 

Ibid., p. 218.

（
38
） 

本
稿
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
定
義
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
所
属
す
る
政
治
家
の
政
策
や
政
治
的
言
説
・
行
為
と
、
そ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
す
、
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守

党
を
支
持
す
る
知
識
人
や
著
述
家
の
思
考
的
立
脚
点
と
な
る
、
世
界
観
・
理
念
・
思
想
・
言
動
・
企
て
な
ど
の
総
体
」。

渡
辺
容
一
郎
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
現
在
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
一
─
一
八
二
頁
。

（
39
） John R

am
sden, T

h
e A

ge of B
alfou

r an
d

 B
ald

w
in

 1902-1940 （N
ew

 Y
ork: L

ongm
an

） 1978, p. 155.

（
40
） D

avid W
illets, “R

esponse to C
harlie E

llis ”, in S
im

on G
riffith and K

evin H
ickson 

（eds.

）, B
ritish

 P
arty P

olitics an
d

 

Id
eology after N

ew
 L

abou
r 

（B
asingstoke: P

algrave M
acm

illan

） 2010, p. 151.

（
四
四
一
）
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三
〇
〇

［
付
記
］　
本
稿
は
、
日
本
大
学
法
学
部
平
成
二
九
年
度
中
期
国
外
研
究
員
と
し
て
実
施
し
た
在
外
研
究
（「
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
形
成
過
程
・

基
本
構
造
・
今
日
的
意
義
に
関
す
る
研
究
」）
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
四
四
二
）




